
事業所名 重症児デイサービス がじゅまる

|

支援プログラム 作成日 R7 年    11 月

(別添資料¬)

1  日

がじゅまるの木のようにゆつくりでもしつかりと根を張り、子どもと家族の成長を支え続ける存在でありたいと考えています。

子ども一人ひとりの心身の状態や発達段階、生活環境に配慮し、安心して過ごせる居場所を提供
ご家族の思いや悩みに寄り添い、相談しやすい関係づくりを大切にしながら長く安心して生活で

する。
きるよう支援します。

な し

支 援 内 容

医療的ケアや健康状態を常に把握し、体調や生活リズムに配慮しながら、安全で安心して過ごせる環境を整える。
体調変化に応じた無理のない支援を行い、安定した日常生活の継続を支援する。

姿勢保持や関節の動き、個々の身体状況に応じた支援を行う。
感覚刺激にも留意し、心地よさを感じられる活動を通して身体機能維持・向上を図る。

子どもの反応や表情、行動の変化を丁寧に受け止め、安心して活動に参加できるよう関わる。
活動内容や関わり方を工夫し、落ち着いて過ごせる時間を大切にする。

発語の有無に関わらず、表情や視線、身体の動きなど多様なサインを大切にし、意思の表出を支援する。
子どもとのやり取りを通して、安心感と信頼関係の構築を図る。

一人ひとりが安心できる関係づくりを基盤とし、他児や職員との関わりを通して、集国の中で過ごす経験を支援する。
無理のない形で社会とのつながりを感じられる機会をたいせつにする。

入学
から
や卒業時などのタイミングで保護者や学校の先生と連携し、事業所側
の情報をお伝えしていきます。

虐待防止、身体拘束、感染症などの勉強会
外部研修や関係機関が開催している勉強会に参加しています。

季節の行事 (お正月・ひな祭り。お花見 。こどもの日・七夕まつり。夏まつり ,水遊び 。Aロ ウィン・クリスマス会等)

送迎実施の有無

移行支援

職員の質の向上

10 時   30 分から  16 時    30 分まで

ご家庭での取り組みや事業所での支援内容を、連絡帳や送迎時、メールなどで
情報を提供していきます。

子供たちが通う学校や保育園の先生との情報共有や相談支援事業所と連携して
います。地域の協議会や情報交換会に参加しています。
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